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みなさんの運動実り 通院 （今年７月より）

さらなる年齢引き上げめざしがんばります
これからも、みなさんと一緒に運動をすすめ

　羽曳野市では、入院は小学校卒業まで助成されています
が、通院への助成は近隣市町村に比べて大変遅れています。
その中、12月議会に「通院を、今年7月から小学校３年生ま
で助成する」条例案が議員提案されました。
　このことは「子ども医療費助成をせめて近隣市並みに引き

上げてほしい」と１万筆を越える請願署名に取り組んだみなさ
ん の運動が議会を動かした結果です。
　日本共産党議員団は、この議員提案に対し、署名に託さ
れた「今年４月から小学校６年生まで」という市民の願いに一
歩前進をすることとなるため、賛成しました。

　地球温暖化対策の抜本的な見直しを
求める意見書（案）、介護保険の軽度者
切り捨て・利用者負担増の中止を求める
意見書（案）を提出しましたが、日本共
産党を除く会派の反対で不採択とされまし
た。
　また、10月議会では秘密保護法案の撤
回を求める意見書（案）も日本共産党を
除く会派の反対で不採択とされました。

★学童保育の充実を
★住宅リフォーム助成制度は早期の実施を
★公園の安全対策やバリアフリー化を
★地域支援学校の新設整備は住民の理解と合意で
★西浦交差点の渋滞解消と交通安全対策を
★来年度の予算編成は「福祉の増進」を最優先に
★労働のルールを築き、雇用の安定を
★在宅高齢者移送サービスの改善を
★西部地域スポーツ公園は、市民の要望を取り入れた公園に
★（仮称）動物愛護管理センター整備は、住民合意に基づいた対応を
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１２月議会での党議員団の一般質問 １２月議会に提出した
党議員団の意見書（案）

日本共産党議員団

子どもの医療費 小学校３年生まで助成
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日本共産党 羽曳野市会議員団ご意見やご要望 お気軽にお寄せください
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2014年
予算要望書を提出

　12月2日、日本共産党羽曳野市会議員団は、2014年の予算要望書を、
市長と教育長に提出しました。
　この要望書は、羽曳野市政への「市民アンケート」で市民のみなさ
んや各団体から寄せられた要望などをまとめ、
❶くらしを守り、健康・福祉・社会保障を最優先すること
❷子どもたちの教育条件を整備し、子育て支援を充実すること
❸災害に強い街づくりをすすめること　
❹安心・安全・便利で歴史と文化の息づく街づくりをすすめること
❺地方自治を守り市民本位の公正・民主的な市政をすすめること、
　憲法改悪に反対し平和の運動をすすめること
の5つの柱を立て、83項目として作成しました。
　この要望の実現のため、党議員団は、みなさんと一層運動をすすめ、
力合わせてがんばります。　
　なお、要望書についての内容への問い合わせは、党議員団までご連
絡ください。

日本共産党
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予算要望書を提出する日本共産党議員団

左側からたつみコータロー参議院議員と羽曳野市会議員団

近鉄駒ヶ谷駅の無人化は撤回を

　近鉄は、駒ヶ谷駅（終日）や、布忍駅（早朝・夜間）を無人化す
ることを決めました（恵我之荘は上りの早朝・深夜が無人に）。これに
対し、党議員団は、駅の安全や安心が保てないとし、撤回するよう申
し入れを行いました。
　近鉄側は、「乗客が減って経営が大変。公共交通機関としての役
割をこれからも維持していくためにやむを得ない」と説明しました。

「福祉増進」最優先と市民要望の実現を！

安心・安全な駅に たつみコータロー参議院議員や
住民の方と一緒に
党議員団 近鉄に申し入れ

　近鉄側は「経営を成り立たせ、鉄道を維持していくため」という説
明を繰り返しますが、無人化して経営が好転するでしょうか。逆ではあ
りませんか。鉄道事業は何よりも安全・安心が基本です。
　その安全・安心をわきに置いての今回の措置は、かえって利用者の
不満や怒りを呼び、鉄道事業の衰退につながるのではないでしょうか。
　近鉄は無人化を撤回し、再考すべきです。

「鉄道維持のためやむを得ないこと」？
鉄道事業は何よりも安全・安心が基本！
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